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聖霊降臨節第 20 主日                No. 41 
 

主日礼拝   

 

前奏 ｢主が共におられる(詩編 23 より)｣ 

              （D.ウッド） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

神は神聖な会議の中に立ち 

神々の間で裁きを行われる。 

「いつまであなたたちは不正に裁き 

神に逆らう者の味方をするのか。 

弱者や孤児のために裁きを行い 

苦しむ人、乏しい人の正しさを認めよ。 

弱い人、貧しい人を救い 

神に逆らう者の手から助け出せ。」（詩編 82:1～4） 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 

 

 

リタニー「隣人と共に生きる」 
 

司式者：「二人または三人が 

     わたしの名によって集まるところには、 

     わたしもその中にいる」と主は言われます。 

みんな： 主よ、感謝します。 

司式者： 神さま、わたしたちは日ごろ、 

     隣人と力を合わせるよりも、 

     自分中心に生きています。 

みんな： 主よ、わたしたちをおゆるしください。 

司式者： 隣人の気持ちをわかろうとするよりも、 

     自分中心に生きています。 

みんな： 主よ、わたしたちをおゆるしください。 

司式者： わたしたちの心に、隣人を理解し、隣人を愛し、 

     隣人と共に生きる勇気と力をおあたえください。 

みんな： 主よ、わたしたちに勇気と力をおあたえください。 

     主によって祈ります。アーメン。 

 

祈祷 

 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 フィレモンへの手紙 8～20 
                   新約(新共同訳)P399～P400 

 

 8それで、わたしは、あなたのなすべきことを、

キリストの名によって遠慮なく命じてもよいの

ですが、9むしろ愛に訴えてお願いします、年老

いて、今はまた、キリスト・イエスの囚人とな

っている、このパウロが。10 監禁中にもうけた

わたしの子オネシモのことで、頼みがあるので

す。11彼は、以前はあなたにとって役に立たな

い者でしたが、今は、あなたにもわたしにも役

立つ者となっています。12わたしの心であるオ

ネシモを、あなたのもとに送り帰します。13本

当は、わたしのもとに引き止めて、福音のゆえ

に監禁されている間、あなたの代わりに仕えて

もらってもよいと思ったのですが、14あなたの

承諾なしには何もしたくありません。それは、

あなたのせっかくの善い行いが、強いられたか

たちでなく、自発的になされるようにと思うか

らです。15恐らく彼がしばらくあなたのもとか

ら引き離されていたのは、あなたが彼をいつま

でも自分のもとに置くためであったかもしれま

せん。16その場合、もはや奴隷としてではな



く、奴隷以上の者、つまり愛する兄弟としてで

す。オネシモは特にわたしにとってそうです

が、あなたにとってはなおさらのこと、一人の

人間としても、主を信じる者としても、愛する

兄弟であるはずです。 

17だから、わたしを仲間と見なしてくれるので

したら、オネシモをわたしと思って迎え入れて

ください。18彼があなたに何か損害を与えた

り、負債を負ったりしていたら、それはわたし

の借りにしておいてください。19わたしパウロ

が自筆で書いています。わたしが自分で支払い

ましょう。あなたがあなた自身を、わたしに負

うていることは、よいとしましょう。20そうで

す。兄弟よ、主によって、あなたから喜ばせて

もらいたい。キリストによって、わたしの心を

元気づけてください。 

 

 

賛美 430「とびらの外に」 
 

 
 

 
 

 

説教 「弱き者と共に歩む」 
 
 
 
 

賛美 560「主イェスにおいては」 

  

 
  

 

 

 

派遣 
 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

  

アーメン 

  
 

 

 

後奏 ｢みめぐみゆたけき｣  （D.ウッド） 
 

司 式 泉 克行 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 


